











一 ア ニヨッテ ノタメニ
性 1 道具的 。 。 × 。
悶 状 2 手段・方法的 。 。 。 × 
果 変 3 自然力 。 。 。 。
関 化 4 ものやこと × 。 。 。
係
真理・生理的変化 。 。 × × 
的 （ただし比轍型） 。 × × × 
2 進行中の自然現象 。 × × × 







* ZHANG Lin Sheng: 大阪大学文学研究科大学院・大学院生．











































































































































































































































































一 ア ニヨッテ ノタメニ
’性 1 道具的
。 。 × 。
悶 状 2 手段・方法的 。 。 。 × 
果 変 3 自然力 。 。 。 。
関 イ七 4 ものやこと × 。 。 。
係
真理・生理的変化 。 。 × × 
的 （ただし比轍型） 。 × × × 
2 進行中の自然現象 。 × × × 
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用例出典
（朝日）朝日新聞社 F朝日新聞J／（マリ）西岡琢品「マリアの胃袋J if'90年鑑代表シナリオ集」映入社パボ
ッ）星新一「ボツコちゃんJ／（安部）安部公房「安部公房短編集」／（小松） If'小松左京短編集」／（アパ）小松
左京「日本アパッチ族J 令以下，文義春秋社「芥川賞金集」所収：（沖縄）東峰夫「オキナワの少年J/ （鶏
騒）半田義之「鶏騒動」／（僕）三田誠広「僕って何」／（寂塞）目木晴彦「寂塞郊里子」／（鯨神）宇能鴻一郎「鯨
神」／（カク）大城立裕「カクテル・パーティー」／（草の）野呂邦暢「草の貧IJ/ （志賀）岡松和夫「志賀島」／
（土の）阪田寛夫 r土の器J/ （硫黄）菊村到「硫黄島」／（広場）堀田善衛「広場の孤独」／（コシャ）鶴田知自
「コシャマイン記」／（芳兵）尾崎一雄「芳兵衛J/ （九月）高橋三千綱「九月の空」／（汽笛）畑山博「いつか汽
笛を鳴らして」／（深い）田久保英夫「深い河」／（限り）村上龍 r限りなく透明に近いフマル－J／（連絡）倉光俊
夫「連絡員」／（北の）高井有一「北の河」／（忍ぶ）三浦哲郎「忍ぶJIJ / （至高）村松栄子「至高聖所J／（悪
い）安閑章太郎「悪い仲間」／（本の）由紀しげ子「本の話J/ （太陽）石原慎太郎「太陽の季節J／（山塔）斯波
四部下山塔」／（飼育）大江健三郎「飼育」／（ょう）古井由吉 r杏子」／（闘牛）井上靖「闘牛」／（蟹）河野多恵
子「蟹」／（運転）藤原智美「運転士」／（石の）奥泉光「石の来歴」／（ネコ）滝津恵美子「ネコパパのいる町
で」／（自動）辺見庸「自動起床装置J
